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こんにちは。
「考えるバスケ」普及会 会⻑です。

今回はこの無料レポート「試合で活躍できない人が知らない、3つの大切なこと」
をお読みくださり、ありがとうございます。

この無料レポートで取り上げる「3つの大切なこと」は、
私自身が大切にしていることでもあります。

ブログやメールスクール「バスケットボール最新上達法マガジン」は、 
この 3つを基本にして上達法や練習法をお伝えする媒体ということです。

いま、バスケットボールを教える教材やウェブサイトはいくらでもあります。

有名な選手やコーチが著者となっている書籍から、
私のような無名のバスケットボールプレイヤーがすこしでも役に立てればと、
ブログなどで上達法や練習法を説明しているものまで、じつに多様です。

これをお読みのあなたも、そうした書籍やウェブサイトを読むなかで私のサイトに行き着き、
いま無料レポートを読んでいただいているのだと思います。

私のサイトを含め、ほかの書籍やウェブサイトも、
きっとあなたのお役に立てているでしょう。

私もほかのサイトや書籍で学んだことを実践し、
それを踏まえてブログやメールスクールを運営しています。

ですが、いろいろ勉強しているうちに 1つの疑問を持ちました。

「一番大切なことを教えられていないのではないか？」
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バスケットボールの上達法も練習法も、じつに多様です。

いくらでもバスケットボールスキルを伸ばす練習法は解説されていて、
「上達しない方がおかしい」という状況にあるとも言えるでしょう。

「何か足りない気がする 」「何か足りない気がする 」「何か足りない気がする 」「何か足りない気がする 」……

それほどに上達法も練習法も充実しているのに、
こんなふうに思ったことはありませんか？

あなたは、なぜバスケットボールをうまくなりたいと思うのでしょう。

「レギュラーになって、試合に出たい」
「練習がきびしいから、ついていきたい」
「ライバルがいて、そいつに勝ちたい」
……

いろいろな動機が考えられます。

私がブログやメールスクールを運営するうえで持っている最大の動機はこれです。

「試合に勝ちたい」

この無料レポートのタイトルに「試合で活躍できない人」と入れたのも、
「試合に勝ちたい」という動機を踏まえてのものです。

これと違って、
「ドリブルスキルを磨いて、華麗なパフォーマンスをしたい」
「とにかくキラーパスが出したくて、それができれば十分」
「ディフェンスが得意で、相手のエースを止められれば、ほかには何もいらない」
……

こんなふうに考えるなら、この無料レポートを読む必要はありません。
私のブログやメールスクールでの説明も、十分には理解していただけないでしょう。
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ですが、「とにかく試合に勝ちたい」と思っているなら、
ぜひこの後も読みすすめていただきたいと思います。

ブログも読んでいただきたいですし、
メールスクールに登録し、さらに高度な上達法や練習法を学んでいただきたいです。

この無料レポートは、
こういった私の哲学（ある物事についての、こうあるべきだという根本の考え）
の表明でもあります。

私と同じように「試合に勝ちたい」と思っているなら、
ぜひこの先を読みすすめてください。
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「試合で活躍できない人が知らない、3つの大切なこと」その１：

バスケの技術のなかで、もっとも大切なことバスケの技術のなかで、もっとも大切なことバスケの技術のなかで、もっとも大切なことバスケの技術のなかで、もっとも大切なこと

何だと思いますか？
すこし考えてみてください。

……

……

考えましたか？

それでは、私の答えを言います。

「答えはシュートです」「答えはシュートです」「答えはシュートです」「答えはシュートです」

何の工夫もない答えです。
あなたも同じように「シュート」と答えたかもしれません。

ですが、本当にこのとおりに行動していますか？

何よりもシュートの練習や上達を優先していますか？
かっこいいパスやドリブルの練習に時間を費やしていませんか？
チーム練習はシュートを入れることを念頭に置いたものになっていますか？

一般的には、シュートはパスやドリブル、ディフェンスといったスキルと同列に扱われます。

あなたがこれまで読んできた書籍やウェブサイトのなかで、
「シュートがもっとも大切で、何よりシュート練習をしなさい」
と書いたものがありましたか？

私は、残念ながら出会ったことはありません。

Copyright 2011 「考えるバスケ」普及会 All Rights Reserved.
※このテキストの著作権は、すべて「考えるバスケ」普及会にあります。

このテキストの内容の無断複写、無断転載を禁じます。



試合で活躍できない人が知らない、試合で活躍できない人が知らない、試合で活躍できない人が知らない、試合で活躍できない人が知らない、3つの大切なことつの大切なことつの大切なことつの大切なこと

「じゃあ、シュートが一番大切なわけじゃないんじゃ 」「じゃあ、シュートが一番大切なわけじゃないんじゃ 」「じゃあ、シュートが一番大切なわけじゃないんじゃ 」「じゃあ、シュートが一番大切なわけじゃないんじゃ 」……

あくまでもこれは私の哲学でしかありません。
絶対の真理とは限らない、ということですね。

ですが、私が単にシュートが好きだから、
シュートが一番大切だと言っているわけではありません。

私が、シュートが一番大切だとする理由は 2つあります。

1つは、様々なチームの試合を見てきた経験からの判断です。

中学校、高校、大学、社会人と、各世代でいろいろなチームを見てきました。
テレビや会場に出向いて、NBAや bjリーグの試合を観戦したこともいくつもあります。

私が試合を観戦するときに持つ切り口の 1つは、
「強いチームとそれ以外のチームを分けるものは何だろう？」
ということです。

何百試合も見て得た結論は、「シュート力」でした。

強いチームや、試合で活躍する「エース」と呼ばれる選手たちは、
みな同じように「シュート力」が高かったのです。

これが、1つめの理由です。
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もう 1つは、私が指導を仰いだあるコーチの言葉です。

彼は関東大学バスケットボール連盟リーグの 1部リーグに所属するチームの
ヘッドコーチを務めていました。

そのコーチは指導の初めにこう言いました。

「バスケは、点が入らなくちゃ意味がない」「バスケは、点が入らなくちゃ意味がない」「バスケは、点が入らなくちゃ意味がない」「バスケは、点が入らなくちゃ意味がない」

コーチが取り入れる練習の大半はシュートを含むもので、ランニングメインの練習であっても、
最後にレイアップシュートやジャンプシュートを打たせることを欠かしませんでした。

とにかく、「シュート力を上げること」にこだわって練習メニューを組んでいたのです。

コーチの言葉と練習メニューを目の当たりにして、
私はこの哲学に自信を持ちました。

強いチームはほかよりシュート力が高く、
強豪校のヘッドコーチもシュート力の向上を第一に練習させていたのです。

ここまで、「シュート力の重要性」を説明してきましたが、
これだけは誤解しないでください。

私は、パスやドリブル、ディフェンスを私は、パスやドリブル、ディフェンスを私は、パスやドリブル、ディフェンスを私は、パスやドリブル、ディフェンスを
軽視しているわけではありません。軽視しているわけではありません。軽視しているわけではありません。軽視しているわけではありません。

むしろ、シュート力を最大限活用するためには、
これらのスキルが高いレベルにあることがとても重要です。

ですが、これらのスキルがシュートと同列になったり、
ましてシュートに勝るということはありません。

パスやドリブルは、あくまでもシュート力を支える技術でしかない、ということです。
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私のもとには、パスやドリブルがうまくなりたいと相談に来る方が後を絶ちません。

「視野を広くするにはどうすればいいですか？」
「1対 1で抜くための技を教えてください」
「ドリブルのスキルで、使えるものは何がありますか？」
……

こういった相談を受けていると、驚くべき内容の相談を持ちかけられることがあります。

「1対 1が強くなりたいのですが、どうすればいいですか？」
「こういうことに気をつけ、こんな練習をすればいいですよ」
「左手でレイアップを打てないんですが、どうすればうまくなりますか？」
「 」……

あくまでもこれは例ですが、似たようなやりとりを何度も経験しています。

ちゃんと返信をしますが、このときの私の心境はこうです。

「レイアップシュートもまともに打てないのに、「レイアップシュートもまともに打てないのに、「レイアップシュートもまともに打てないのに、「レイアップシュートもまともに打てないのに、
    1対対対対 1を強くなってどうするの？」を強くなってどうするの？」を強くなってどうするの？」を強くなってどうするの？」

そう思いませんか？

1対 1にいくら強くなっても、肝心のシュートが入らなければ、何の意味もありません。

試合は 1対 1ではありません、5対 5です。
試合に勝つために、1対 1を強くなることは必須ではないのです。

ですが、シュート力を上げることは必須です。

どんなにディフェンスをあっさり抜いても、
シュートを外しては絶対に試合には勝てないからです。

言われればごく当たり前のことですが、
この真実に忠実に練習している人は案外少ないのです。

「ドリブルがうまくなりたい」
「ドリブルの技が知りたい」

願いはもっともですが、シュートはちゃんと入れられるのでしょうか？

試合で活躍したいなら、順番が逆であることは、だれの目にも明らかです。

Copyright 2011 「考えるバスケ」普及会 All Rights Reserved.
※このテキストの著作権は、すべて「考えるバスケ」普及会にあります。

このテキストの内容の無断複写、無断転載を禁じます。



試合で活躍できない人が知らない、試合で活躍できない人が知らない、試合で活躍できない人が知らない、試合で活躍できない人が知らない、3つの大切なことつの大切なことつの大切なことつの大切なこと

「試合で活躍できない人が知らない、3つの大切なこと」その２：

個人の技術で、もっと磨かなくてはいけないこと個人の技術で、もっと磨かなくてはいけないこと個人の技術で、もっと磨かなくてはいけないこと個人の技術で、もっと磨かなくてはいけないこと

ここまで、「シュート力の大切さ」について説明してきました。
次の話は、シュート力にかかわることです。

「次こそ、パスやドリブルだろう」

そう思うかもしれませんが、残念ながら違います。

答えは、「マークを外す技術」です。答えは、「マークを外す技術」です。答えは、「マークを外す技術」です。答えは、「マークを外す技術」です。

正直、一般的な練習メニューや練習内容を見ていて、
これほどの重要なのに見過ごされている技術はないだろう、と思います。

なぜ見過ごされているのでしょう？
理由は 3つあると思います。

理由の 1つめは、「攻め方にばかり焦点が当たるから」です。

マークを外すということは、ディフェンスがいる状態での練習ということ。
2対 2や 3対 3、4対 4、5対 5といった場面です。

こういった練習をするとき、たいていの場合
「どうやって攻めるか」ということに焦点が当たります。

もちろん、攻め方にはマークを外すことも含まれますが、
あまりにも単純な攻め方のため、注目されることが多くありません。

結果的に、「マークを外す練習」というのは取り上げられず、
技術が向上することもないのです。
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理由の 2つめは、「ディフェンスが下手だから」です。

ディフェンスが上手なプレイヤーにマークされればわかりますが、
ディナイやポジショニングが絶妙で、簡単にボールをもらうことができません。

ですが、ディフェンスが下手だとプレッシャーがかからないため、
パスコースはつねに開きっぱなしのような状態で、ぽんぽんボールを回せます。

こんなディフェンス相手では、マークを外すも何もありません。
そもそも、マークが外れっぱなしなのですから。

ディフェンスが下手だと、
「マークを外さなくてはいけない」という考えにいたらないのです。

理由の 3つめは、「シュートが下手だから」です。

たとえば、あなたのマークマンがスリーポイントシュートがまったく入らないプレイヤーで、
相手がスリーポイントライン付近でボールを持っていたら、どうディフェンスをしますか？

ボールにぎりぎりプレッシャーがかかるくらい下がって、
ドライブにだけ備えますよね。

シュートが下手なら、きびしくシュートチェックに行く必要はありません。

シュートが下手だと、
「ボールをもらった瞬間にシュートを打たれ、簡単に点を取られる」
という怖さがありません。

必然的に、マークはやさしくなり、
「マークを外さなくてはいけない」という考えにいたりません。
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理由の 2,3つめは身も蓋もないものですが、事実です。
私自身が経験したことでもあります。

私は「シュート力が一番大切」という哲学を持っているくらいですから、
シュートの練習は人一倍していますし、自信も持っています。

チーム練習でシュートを警戒されることはもちろん、
試合になってもすぐに「シュートを警戒しなければいけないヤツ」として
きびしいチェックにあいます。

ですが、そう認識されているプレイヤーでも、ディフェンスが下手な選手は
私をしっかりマークすることさえできません。

私がマークを外す技術がずば抜けてうまいからではありません。
単純にマークが下手だからです。

結果、簡単にボールをもらって、楽にシュートを打てます。
当然シュートは入る。

これでは練習になりません。

一方、うまいディフェンスはしっかりディナイをしてきますし、
得点源がほとんど私だけというチームになると、
フェイストゥーフェイス気味にマークしてきます。

「裏をとられてでも、きびしくディナイする」
「抜かれてもヘルプが来るから、ロングレンジからのシュートも打たせない」

こういったディフェンスをしてくるのです。

シュート力がある選手に上手なディフェンスがつけば、
こういったマークのされ方になるのは必定。

こちらとしては、マークを外す、格好の練習相手となります。

ふだんからこういう練習をしていないと、マークを外す技術はつきませんし、
そもそも必要だと考えもしません。

ですが、レベルが上がれば当然マークはきびしくなり、
練習なしに上手なディフェンスからマークを外すことはできません。

これが、マークを外す技術について、
「これほどの重要なのに見過ごされている」と言う理由です。
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これまで「マークを外す技術が、重要にもかかわらず見過ごされている理由」について
説明してきました。

それぞれの理由について、
(1)チーム内でマークを外す技術の重要性を周知し、練習に取り入れる
(2)きびしいディナイをする
(3)シュート力を上げる
という対策を講じてほしいのはもちろんのことです。

加えて、もうすこしマークを外す技術の重要性について説明します。

シュート力の重要性は前にお話したとおりですが、
シュート力が最大限に生かせるのはどんなときでしょうか？

もっともシュートが入りやすい状態を概念的に言うと、
「できるだけリングに近い位置から、「できるだけリングに近い位置から、「できるだけリングに近い位置から、「できるだけリングに近い位置から、
 できるだけフリーに近い状態でシュートを打つこと」 できるだけフリーに近い状態でシュートを打つこと」 できるだけフリーに近い状態でシュートを打つこと」 できるだけフリーに近い状態でシュートを打つこと」
となります。

マークを外す技術は、もちろん後者に資するスキルです。

マークを外し、シュート確率の高い位置でボールをもらってノーマークでシュートを打てば、
1対 1などのむずかしいことをすることなく、得点をあげることができます。

私たちの最大の目的は、「試合に勝つこと」です。

1対 1でディフェンスを華麗に抜きさることでも、
だれもが驚くアシストパスを出すことでもありません。

もっともリスク（ターンオーバーやシュートミス）の可能性が低く、
確実にシュートを決めるプレイこそ、求められる最高のプレイです。

そのプレイにもっとも有効な個人の技術が、マークを外す技術なのです。

1対 1でディフェンスを抜く力はいりません。
ディフェンスをうまく出し抜いて、仲間のスクリーンにかければマークを外せます。

マークが外れたときを狙ってドライブしたり、シュートを打ってしまえばいいのです。
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あなたが怖いと思うプレイヤーはどれですか？

・ドリブルテクニックがあって 1対 1は強いが、レイアップシュートを外すプレイヤー
・ドライブを止めることは容易ではないが、
 アウトサイドシュートが入らないため、引いて守れるプレイヤー
・シュート力もあってボールを持たせるとやられるが、
 きびしくディナイすればボールをもらうことさえできないプレイヤー
・1対 1が強かったりドリブルがずば抜けてうまいわけではないが、
 きびしくマークしても簡単に外され、オープンのシュートは外さないプレイヤー

あなたは、本当に怖いと思うプレイヤーになれていますか？
もしくは、なるための練習ができていますか？

どんなプレイヤーを目指すべきかわからなくなったら、
自分がディフェンスしているときのことを思い浮かべてください。

・どんなプレイヤーにはつきたくないか・どんなプレイヤーにはつきたくないか・どんなプレイヤーにはつきたくないか・どんなプレイヤーにはつきたくないか
・どんなプレイヤーなら、ボールを持たせても怖くないか・どんなプレイヤーなら、ボールを持たせても怖くないか・どんなプレイヤーなら、ボールを持たせても怖くないか・どんなプレイヤーなら、ボールを持たせても怖くないか

これらを考えれば、おのずと答えは出てきます。

あなたが
・「マークをしづらい」
・「シュートを決められてしまう」
そう思う相手こそ、あなたが目指すべきプレイヤーです。

自分がオフェンスになると、そのことをすっかり忘れてしまいます。

「どんなプレイヤーが相手だとイヤか」なんて忘れて、
・「ドリブルの技を磨こう」とか、
・「1対 1を強くしよう」とか
そんな的外れなことを願って、練習してしまうのです。

結果、試合では活躍できない。

こういうの、もう止めませんか？
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「試合で活躍できない人が知らない、3つの大切なこと」その３：

チームオフェンスの基本単位チームオフェンスの基本単位チームオフェンスの基本単位チームオフェンスの基本単位

バスケットボールの試合は何対何ですか？
5対 5――当然ですね。

では、チームオフェンスの基本は何対何ですか？

・基本は 1対 1だよ
・試合は 5対 5なんだから、もちろん 5対 5
・アウトナンバーが攻めやすいから、2対 1かな

いろいろな答えが返ってきそうです。

私の考えでは、
「チームオフェンスの基本単位は「チームオフェンスの基本単位は「チームオフェンスの基本単位は「チームオフェンスの基本単位は 2対対対対 2」です。」です。」です。」です。

まず、1対 1と答えた方。
これまでの内容をもう一度読んでください。
私は何度も、1対 1は重要ではないと書いてきています。

5対 5と答えた方には、「それでは複雑すぎる」とお答えしましょう。
ハーフコートで 5人のオフェンスが 5人のディフェンスに対して動き回る――
あまりにも複雑なプレイで、基本とは言いづらいでしょう。

アウトナンバーと答えた方は、いい線いっています。
ですが、問題は「アウトナンバーをつくるまで」にあります。
それこそ、チームオフェンスの基本といえるでしょう。

上記を踏まえると、2対 2はもっともプレイヤーの数が少ないチームオフェンスです。

少ないからこそ、攻め方が単純、単純だからこそ、応用が利く――
2対 2がチームオフェンスの基本単位たる所以です。
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「でも、バスケットボールは「でも、バスケットボールは「でも、バスケットボールは「でも、バスケットボールは 5対対対対 5なわけで、なわけで、なわけで、なわけで、
 けっきょく けっきょく けっきょく けっきょく 5対対対対 5について考えなくちゃダメなんじゃ 」について考えなくちゃダメなんじゃ 」について考えなくちゃダメなんじゃ 」について考えなくちゃダメなんじゃ 」……

もっともな疑問です。

ですが、先に書いたように、5対 5のチームオフェンスはあまりにも複雑。
マスターするには、もっと単純なプレイを積み重ねる必要があります。

そのためにも、基本単位である 2対 2を学ぶのです。

5対 5を 2対 2の延⻑線上だと捉えれば、
5対 5のチームオフェンスがずっとハッキリと見えてきます。

「「「「2対対対対 2がもっとも単純なチームオフェンスという理由だけで、がもっとも単純なチームオフェンスという理由だけで、がもっとも単純なチームオフェンスという理由だけで、がもっとも単純なチームオフェンスという理由だけで、
    2対対対対 2を重要視しているのはおかしいのでは？」を重要視しているのはおかしいのでは？」を重要視しているのはおかしいのでは？」を重要視しているのはおかしいのでは？」

重要な指摘です。

もちろん、単純だから重要視している、というわけではありません。

「基本単位」という言葉が⺬しているとおり、
2対 2が 5対 5のチームオフェンスの「基本」になるから、重要視しているのです。

これまで説明してきたことを思い出してください。

大切なことの 1つめとして、「シュート力」を挙げました。
シュートを決められるチームこそ、強いチームだからです。

大切なことの 2つめとして、「マークを外す技術」を挙げました。
シュート力をつければ、必然的にマークを外す必要が高まるからです。
また、マークを外せれば、1対 1などのむずかしいプレイが必要ない、というのも理由でした。
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勘のいい人なら気づいていると思いますが、
大切なことの 1つめと 2つめは密接にかかわっています。

だったら当然、3つめのかかわりも深いはずです。

もちろんかかわりは深く、言うならば、
大切なことの 1つめと 2つめを完成させるのが 3つめということになります。

「シュート力を生かすためのマークを外す技術は、
2対 2のチームオフェンスによって達成される」

ということです。

マークを外すには、大きく 2つの方法があります。
1つはCカットや Vカットといったカット、もう 1つはスクリーンです。

カットやスクリーン、もしくはその両方を使うことでマークを外すのが基本となります。

スクリーンを使うには、チームメイトの助けが必要です。
ですが、ボールマンに対してスクリーンに行けば、2人でマークを外すことが可能になります。

2人いれば、マークを外す基本的なプレイが行えるのです。

「ボールマンに対してスクリーンに行く」というプレイが象徴的ですが、
2対 2では 1対 1のずば抜けたスキルは必要ありません。

必要となるのはせいぜい、マークがずれたスキをついて抜く程度の力です。

スクリーンを使ってディフェンスを抜くプレイでは、1対 1のスキルよりも
ディフェンスをしっかりスクリーンにかけるスキルの方が求められます。

バスケットボールの最高峰であるNBAを見ていても、オフェンスのときは
コート上のいたるところでスクリーンが使われています。

ですが、アマチュアプレイヤーの多くはスクリーンを上手に使う技術すらありません。

プロがもっとも頻繁に使うスキルを、アマチュアが甘く見て練習さえしないというのは、
おかしいと思いませんか？
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ここまで説明してきた「試合で活躍できない人が知らない、3つの大切なこと」を
振りかえってみましょう。

1つめは、「シュート力」でした。

試合で勝つことを目的にする場合、必要なのは点をとる力です。

いくらドリブルの技を磨いても、レイアップシュートを外しては勝てません。
いくら驚くべきパスが出せても、シュートが決まらなければ意味がありません。

ドリブルやパスの基本的なスキルが重要なのは言うまでもありませんが、
何より大切なのはシュートを確実に決める力なのです。

むずかしいシュートを決める必要はありません。

ダブルクラッチができる必要はありません。
スリーポイントシュートが届くことも、必須ではないでしょう。

ですが、ショートレンジはもちろん、ミドルレンジのシュートも
フリーではほぼ外さないレベルまでシュート力を高める必要があります。

強いチーム、活躍する選手というのは、
身体能力がずば抜けて高いわけでも、1対 1がめちゃくちゃ強いわけでもありません。

シュートを確実に決められるのです。
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2つめは、「マークを外す技術」でした。

シュート力を生かすには、
できる限りオープンでシュートを打てる状況をつくる必要があります。

そのために求められるのが、マークを外す技術です。

マークを外す技術は、重要ながら見過ごされがちな技術です。

それは、
・チームオフェンスでは攻め方にばかりに注意が払われる
・ディフェンスが下手で、マークを外す必要性がない
・シュートが下手で、ちゃんとマークにつかれない
という 3つの理由からでした。

それぞれ、
・チーム内でマークを外す技術の重要性を周知する
・ディナイをしっかりし、マークを外す必要性を高める
・シュート力を上げ、ディフェンスにディナイの意識を持たせる
という対策を講じてください。

きびしい環境でプレイしてこそ、必要性が認識され、
練習することのできるスキルだからです。

マークを外す技術を高めれば、
難易度が高く、リスクも高い 1対 1などに頼ってオフェンスする必要性が低くなります。

試合に勝つにはできるだけやさしい、リスクの低いプレイを選択することは当然で、
マークを外す技術はもっとも役立つ技術の 1つといえるでしょう。

その証拠に、オフェンス時にもっとも使われるプレイが、
マークを外すプレイの 1つであるスクリーンです。

もし、
「自分は 1対 1が強くて、いつもレイアップシュートを簡単に決められているから必要ない」
なんて思っていたら、それこそ注意が必要です。

ほぼ確実に、そのプレイは「ディフェンスが下手」ということに助けられているからです。

ディフェンスがうまければ何度も抜かれることはありませんし、
ダブルチームやヘルプに行くなどしてチームで止めに来て、
そうそう簡単に得点させてもらえません。
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3つめは、「チームオフェンスの基本単位は 2対 2」ということでした。

シュート力を生かすためにマークを外す技術が必要なのですが、
ディフェンスがうまくなると、1人で状況を打開するのがむずかしくなります。

マークを外すには、最低でもあと 1人、協力者が必要です。

2人いればスクリーンを行うことができるため、
基本単位が 2対 2になるのです。

試合でも、2対 2でまず攻めるのが基本となります。

相手のチームディフェンスが組織的に鍛えられていれば、
2対 2でマークを外したところにヘルプが来ます。

ですが、ヘルプが来た以上、どこかにノーマークができています。
そのノーマークにパスを出して、シュートを打たせる――
これが、2対 2の応用的なチームオフェンスの典型例です。

次々とヘルプが来ても、どこかにかならずノーマークができているはずで、
それを 5人でどうやってついていくか、というのが 5対 5になります。

ですが、最初にディフェンスのずれ、オープン状態をつくるのが 2対 2なのです。

2対 2の崩しが、相手のチームディフェンスが優れているために
5対 5の崩しへと展開していく これが―― 5対 5の基本的な考え方です。
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以上が、無料レポート「試合で活躍できない人が知らない、3つの大切なこと」のすべてです。

いかがでしたか？

最初に書いたとおり、この無料レポートは「ほとんどの人が教えない大切なこと」であり、
「私がブログやメールスクールで貫いている哲学」でもあります。

もし共感していただけたなら、
あなたとは今後もいっしょにバスケを上達していける仲間になれそうで、うれしいです。

ご意見・ご感想などありましたら、ご意見・ご感想などありましたら、ご意見・ご感想などありましたら、ご意見・ご感想などありましたら、
ぜひお送りください。ぜひお送りください。ぜひお送りください。ぜひお送りください。

下記の要領にてお送りいただけますと幸いです。

・宛先：ask_mail_school@basketball-school.net
・件名：「3つの大切なこと」読みました

メールスクールにご登録ください。メールスクールにご登録ください。メールスクールにご登録ください。メールスクールにご登録ください。

まだメールスクール「バスケットボール最新上達法マガジン」に 
ご登録でなければ、ぜひご登録ください。

もちろん登録は無料で、いまご登録いただけると、
A4・56ページの大ボリュームでまとめた「バスケ上達法」を無料でプレゼントします。

期間限定のプレゼントですので、ぜひお早めにご登録ください。

●  メールスクールに登録し  、  無料プレゼントを受け取る場合は  、  こちらをクリック  

※クリックできない場合は、アドレスバーに「http://bit.ly/eEPSg9」を入力するか、
 ブログのトップページからご登録ください。
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